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冬から春にかけて花
を咲かせるクリスマ
スローズ。「冬の貴婦
人」とも呼ばれます。

「いいたて村芸能発表祭」で初舞台を踏んだ大
谷琉希奈さん（小学３年生）と新川胡桃さん（中
学２年生）。大先輩と一緒に「小宮の田植踊」を
披露しました。Ｐ16の記事もご覧ください。

　「
ふ
か
や
風
の
子
広
場
」の
屋
内
運

動
施
設「
ひ
み
つ
基
地
ど
き
ど
き
」

が
、第
40
回
福
島
県
建
築
文
化
賞

「
復
興
賞
」を
受
賞
し
ま
し
た
。多

様
な
世
代
の
帰
還
と
交
流
を
図
る
コ

ン
セ
プ
ト
や
、何
度
も
訪
れ
た
く
な
る
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な
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ま
ざ
ま
な
工
夫
が
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価
さ

れ
て
の
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出
で
す
。

　「
ひ
み
つ
基
地
ど
き
ど
き
」は
、深

谷
復
興
拠
点
エ
リ
ア
に
建
設
さ
れ
、令

和
２
年
８
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
達
に
何
度
も
遊
び
に
来
て

ほ
し
く
て
、こ
の
建
物
に
は
、つ
ぶ
ら
な
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達
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遊
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が
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が
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密
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瞳
の
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う
な
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れ
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う
に
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が
る
両
翼
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が
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る
高
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式
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、室
内
に

入
れ
ば
木
の
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も
り
と
開
放
感
が
あ

る
ホ
ー
ル
、こ
っ
そ
り
の
ぞ
け
る
隠
れ

小
窓
な
ど
、ひ
み
つ
基
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と
し
て“
ど

き
ど
き
”の
仕
掛
け
が
随
所
に
ち
り

ば
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り
ま
し
た
が
、多
く

の
ご
家
族
に
親
し
ま
れ
、令
和
６
年

11
月
に
は
来
館
者
３
万
人
を
達
成
し

て
い
ま
す
。

　「ひみつ基地どきどき」は、天井が高くの
びのびと遊ぶことができる木育広場をはじ
め、木材をふんだんに使用した温かみのあ
る内部空間の建築素材・構造なども高く評
価されました。
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左から株式会社佐川旭建築研究所の佐川旭代表取締
役、株式会社邑建築事務所の矢吹大代表取締役、杉岡
村長、関場建設株式会社の関場直隆代表取締役社長。

こども園の訪問（２月５日）

ひみつ基地どきどき　
午前10時〜午後４時（時間入れ替え制）

毎週水曜日定休　利用料は無料　

福島市で表彰式が行われました

　福島県建築文化賞の表彰式は、２月５日
に福島市の杉妻会館で行われました。
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